
124

2019年度実施時の復興支援横断幕を背景に

地元団体ダンスチームとのコラボステージ

2019年度実施時の復興支援横断幕を背景に②

ラグズ・アンド・ジェラによるステージ

活動の目的

「故郷高梁市を音楽で熱く元気に！」をテーマに実行委員
長でもある高梁市出身の男性シンガーソングライター
Lugz&Jera(ラグズ・アンド・ジェラ)を中心に８年目とな
る「高梁音楽祭2020」を開催企画。しかしながら新型コロ
ナウイルスの懸念から５月の開催から10月に開催を延期し、
「オンライン」でのイベントを実施。収録された映像は高梁
市のケーブルテレビ「吉備ケーブルテレビ」でも年始に特
番として放送され反響を呼びました。

活動の内容及び経過

有観客のイベント開催への懸念が強く、年内の開催を見
送る状況が続く中で関係者・出演者のみで行う「無観客」
の「映像収録イベント」として音楽祭を実施。高梁市・新
見市 総人口約６万人３万世帯で放送されている吉備ケーブ
ルテレビにて「高梁音楽祭 2020 特別プログラム」として
特別放送を行った。当初５月に予定していた出演者・内容
を大幅に変更した形とはなったが、収録には地元団体も参
加した。

活動の成果・効果

高梁市ではオンライン配信や映像収録に関してはまだま
だ他市や中央都市に比べ実施事例が少なかったため、良い
経験に繋がり、参加団体からも「オンライン」での需要や
イベント実施時の新しい形を提案出来る良い機会にも繋
がった。また放送を視聴頂いた市民の皆様からも「映像が
綺麗で見応えあった」「地元でこのような音楽祭が続いてく
れて嬉しい」「次は会場で参加したい」など、音楽祭の継続
を切望する多くの反響があり、次年度に繋がる活動だと感
じた。

今後の課題と問題点

オンライン配信でのチケット売上は購入数の制限がない
ため可能性もあるが、実際は入場料収入の方が収支計画が
立てやすく、今回も助成金を活用しても大幅に支出が大き
くなってしまった。今後は仮にオンラインのみでの実施を
余儀なくされた場合、収支バランスが整う仕組みを整備す
る事が必要だと考える。
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